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アジア最大のコンベンション
見本市へ出展 ほか



市
民
交
流

市
民
交
流

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
青
年
た
ち
の
異
文
化
理

解
の
促
進
と
、
国
際
交
流
発
展
の
役
割
を
担
う

人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
、
平
成
18
年
度
よ
り

札
幌
圏
の
大
学
生
を
、
札
幌
市
の
友
好
都
市
で

あ
る
中
国
遼
寧
省
瀋
陽
市
の
遼
寧
大
学
漢
語
国

際
教
育
学
院
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。
現
地
で
は
、

文
化
・
語
学
講
座
や
文
化
体
験
、
同
大
学
日
本

語
学
部
学
生
と
の
交
流
会
、
市
内
文
化
・
歴
史

施
設
へ
の
実
地
研
修
な
ど
多
彩
な
短
期
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
8
月
15
日
㈯
～
8
月
29
日
㈯
の
15

日
間
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
11
名
の
学
生
た
ち

は
積
極
的
に
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

瀋
陽
市
内
に
お
い
て
は
、
遼
寧
大
学
の
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
瀋
陽

市
人
民
政
府
外
事
弁
公
室
、
在
瀋
陽
日
本
国
総

去
る
7
月
27
日
㈪
～
8
月
4
日
㈫
の
日
程
で
、

外
国
籍
の
児
童
に
対
す
る
学
習
支
援
・
夏
季
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
多
文
化
共
生
グ
ル
ー
プ
「
L
I
N
K
」の
メ
ン

バ
ー
が
、
学
校
長
期
休
暇
期
間
中
に
、
小
中
学

校
へ
通
う
外
国
籍
児
童
に
対
し
、
宿
題
の
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

夏
季
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
7
カ
国
23
名
の
外
国

籍
児
童
が
参
加
し
、
延
べ
50
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
漢
字
の
書
き
取
り
、
作
文
、
算
数
な
ど
の

宿
題
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
最
後
に
母
国
に
帰
国
す
る
児
童
へ
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
作
成
し
た
り
、
最
終

日
に
は
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
し
た
り
と
、
参
加
児
童
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
共
に
楽
し
み

な
が
ら
学
ぶ
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な

り
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ

で
は
、
冬
休
み

期
間
に
も
同
事

業
の
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

札
幌
圏
の
大
学
・
短
期
大
学
が
国
際
交
流
等
に

関
す
る
情
報
交
換
を
目
的
と
し
て
1
9
8
9
年
に

設
立
し
た
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
今
年
度
発
足
20
周

年
を
迎
え
ま
す
。
現
在
は
23
の
大
学
お
よ
び
短
期

大
学
が
会
員
校
と
な
り
、
事
務
局
を
国
際
プ
ラ
ザ

に
置
い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
去
る
10
月
24
日
㈯

に
は
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
を
会
場
に
、
20

周
年
記
念
事
業
と
し
て
講
演
会
お
よ
び
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

講
演
会
で
は
、
在
大
韓
民
国
日
本
国
大
使
館

公
報
文
化
院
一
等
書
記
官
佐
々
木
邦
彦
氏
か
ら

「
韓
国
へ
の
北
海
道
・
札
幌
の
魅
力
的
な
情
報
発

信
方
法
に
つ
い
て
～
文
化
・
情
報
を
ど
の
よ
う

に
発
信
す
る
か
～
」と
い
う
テ
ー
マ
に
も
と
づ
き

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
札
幌
の
持
つ
「
食

の
安
全
安
心
」と
「
お
い
し
さ
」、
そ
し
て
「
開
放

的
な
気
質
」
な

ど
、
多
く
の

利
点
を
、
韓
国

に
関
心
の
あ
る

学
生
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い

く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
の
ご

提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
講
演

の
内
容
を
う
け
、

会
員
校
23
大
学

医
師
や
看
護
師
な
ど
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
と
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
外
国
籍
患
者

と
の
間
で
異
言
語
の
通
訳
を
行
な
う
こ
と
を
「
医

療
通
訳
」と
い
い
ま
す
。
8
月
23
日
㈰
、「
医
療

英
語
セ
ミ
ナ
ー
：
診
察
で
使
用
さ
れ
る
英
語
表

現
を
学
ぶ
」と
題
し
、
医
療
通
訳
入
門
編
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
本
英
語
医
療
通
訳
協
会

理
事
の
押
味
貴
之
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
医

療
通
訳
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
プ
ロ
セ
ス
、
医

療
通
訳
を
行
な
う
上
で
必
要
な
ス
キ
ル
に
つ
い

て
の
説
明
の
ほ
か
、
実
際
に
診
察
で
使
用
さ
れ

る
こ
と
の
多
い
表
現
や
教
材
V
T
R
を
使
用
し

な
が
ら
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
行
な
い
ま

し
た
。
押
味
氏
の
わ
か
り
や
す
く
、
ユ
ー
モ
ア

溢
れ
る
お
話
し
に
、
55
名
の
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
申
込

み
受
付
開
始
後

数
時
間
で
定
員

に
達
し
、
医
療

通
訳
・
外
国
人

医
療
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま
し

た
。

領
事
館
な
ど
を

訪
問
し
お
話
を

伺
っ
た
ほ
か
、

北
海
道
銀
行

瀋
陽
駐
在
員
事

務
所
で
は
、
瀋

陽
市
内
の
大
学

に
在
学
す
る
大

学
生
と
の
交
流

会
も
行
い
ま
し

た
。

さ
ら
に
、
今
回
は
日
本
国
政
府
の
O
D
A
政

府
開
発
援
助
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
た
遼
寧

省
葫
芦
島
市
綏
中
県
の
高
甸
子
中
学
校
を
訪
問

し
、
地
元
の
学
生
と
日
本
の
伝
統
玩
具
を
使
っ

た
遊
び
や
鬼
ご
っ
こ
な
ど
を
し
て
交
流
し
た
ほ

か
、
北
京
市
を
訪
れ
、
札
幌
市
が
現
地
に
開
設

し
て
い
る
札
幌
経
済
交
流
室
な
ど
で
の
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

今
回
も
多
く
の
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ

り
、
大
変
充
実
し
た
内
容
の
研
修
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
、
学
生
た
ち
は
多
く
の
収
穫
を
得

た
も
の
と
思
い

ま
す
。
今
後
、

学
生
た
ち
が
、

日
中
両
国
は
も

と
よ
り
、
札
幌

市
と
世
界
と
を

結
ぶ
人
材
と
し

て
活
躍
し
て
く

れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

国
際
プ
ラ
ザ

が
実
施
し
て
お
り

ま
す
多
文
化
共
生

事
業
の
一
環
と
し

て
、
8
月
23
日
㈰

に
「
第
9
回
さ
っ

ぽ
ろ
秧
歌
（
ヤ
ン

ガ
ー
）ま
つ
り
」を

北
海
道
中
国
帰
国

者
連
合
会
と
の
共

催
事
業
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、

中
国
の
伝
統
行
事
「
秧
歌
節
」を
通
し
日
中
の
文

化
交
流
を
深
め
、
ま
た
札
幌
在
住
の
外
国
籍
市

民
の
参
加
に
よ
り
、
帰
国
者
、
外
国
籍
市
民
、

日
本
人
市
民
の
相
互
理
解
・
交
流
を
深
め
る
目

的
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
一
般
市
民
を
含
め
参
加
者
約

２
０
０
名
が
、
中
国
帰
国
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る

秧
歌
踊
り
（
龍
の
舞
、
高
足
踊
り
他
）、
太
極
扇

な
ど
に
加
え
、韓
国
、タ
イ
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
方
々

に
よ
る
歌
や
踊
り
な
ど
国
際
色
豊
か
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

多
文
化
共
生
社
会
の
構
築
に
は
、
相
互
交
流
・

理
解
が
重
要
で
す
。
本
事
業
は
、
国
籍
や
文
化

の
ち
が
い
を
越
え
、
参
加
者
が
互
い
に
心
を
近

づ
け
る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

か
ら
参
加
し
た
韓

国
の
留
学
生
、
日
本

人
の
学
生
、
会
員
校

の
教
職
員
が
①
札

幌
の
食
文
化
、
②
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
文
化

と
し
て
の
北
海
道
、

③
北
海
道
に
お
け

る
留
学
生
活
、
④

ス
ポ
ー
ツ
パ
ラ
ダ
イ
ス
北
海
道
と
い
う
各
テ
ー
マ

グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
か
ら
ど
の
よ
う
に
韓
国
へ
の

Ｐ
Ｒ
発
信
を
行
う
か
を
話
し
あ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、各
グ
ル
ー
プ
よ
り
、「
札
幌
は
住
み
や
す
い
」「
食

べ
物
が
お
い
し
い
」「
人
が
や
さ
し
い
」「
年
中
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
」な
ど
、
札
幌
の
良
さ
が
次
々

と
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
て
札
幌
を
強
く

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
い
う
発
表
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
発
表
を
う
け
、
韓
国
日
本
語
教
育

研
究
会
前
会
長
呂
善
九
氏
か
ら
各
グ
ル
ー
プ
へ
の

講
評
が
あ
り
ま
し
た
。
呂
氏
は
、
熱
心
に
討
論
し

発
表
す
る
学
生
に
対
し
「
こ
れ
か
ら
も
札
幌
に
韓
国

の
学
生
が
多
く
来
て
も
ら
え
る
よ
う
、
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
」と
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
後
は
参
加
者
同

士
の
懇
親
会
・
情

報
交
換
会
が
行
わ

れ
、
一
層
、
韓
国

と
日
本
の
学
生
の

交
流
が
深
め
ら
れ

る
場
と
な
り
ま
し

た
。国

際
プ
ラ
ザ

で
は
、
万
一
の

災
害
発
生
時
に

日
本
人
市
民
と

外
国
籍
市
民
と

が
助
け
合
っ
て

避
難
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
防
災

に
関
す
る
活
動

を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

去
る
9
月
1

日
㈫
、
外
国
籍

市
民
の
た
め
の

「
防
災
ツ
ア
ー
２
０
０
９
」を
開
催
し
、
豊
平
川

河
川
敷
を
会
場
に
行
わ
れ
た
札
幌
市
総
合
防
災

訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
を
有
効
に
利
用
し
た
仮
設
橋
設
営
や
水

防
訓
練
な
ど
の
大
掛
か
り
な
訓
練
の
見
学
、
水

消
火
器
や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
消
火
訓
練
、

土
の
う
作
成
、
A
E
D
を
使
用
し
た
応
急
処
置

な
ど
の
有
意
義
な
体
験
型
訓
練
に
、
参
加
者
は

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
回
は
、
外
国
籍
市
民
、
北
海
道
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
教
師
・
生
徒
、
計
26
名

の
参
加
者
に
加
え
、
外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
多
文
化
共
生
グ
ル
ー
プ
（
S
K
Y
）の

メ
ン
バ
ー
5
名
が
参
加
者
へ
の
通
訳
・
案
内
で

活
躍
し
ま
し
た
。

友
好
交
流
と
文
化
理
解
の
15
日
間

平
成
21
年
度
大
学
生
中
国
文
化
・

語
学
研
修
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

多
文
化
共
生
事
業

外
国
籍
の
児
童
に
対
す
る

学
習
支
援 

夏
季
プ
ロ
グ
ラ
ム

札
幌
圏
大
学
国
際
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

設
立
20
周
年
記
念
事
業

多
文
化
共
生
事
業

医
療
英
語
セ
ミ
ナ
ー

診
察
で
使
用
さ
れ
る
英
語
表
現
を
学
ぶ

多
文
化
共
生
事
業

第
９
回
さ
っ
ぽ
ろ
秧ヤ
ン
ガ
ー歌ま
つ
り

国
籍
や
文
化
の
ち
が
い
を
越
え
て

外
国
籍
市
民
防
災
事
業

防
災
ツ
ア
ー
２
０
０
９

外
国
籍
市
民
対
象
に
防
災
訓
練
を
実
施

日中両国の文化紹介

中学生との交流会

餃子作り

講師　佐々木邦彦氏

講師　呂善九氏

1987 年 10 月入会。当社は、1957 年 9月 1日に創業し、ビル
メンテナンス総合管理業として、ビル内に勤務される方は、勿論、
出入りされる方々への健康管理、環境と安全維持の為の設備保守、

警備、清掃などの業務を実施している会社です。
団体賛助会員
紹介コーナー

㈱ベルックス 札幌市中央区北 5 条西 12 丁目 2 番地
☎ 011-271-4121

1990 年 11月入会。1987 年国際プラザが発足する年に私は札幌青年会
議所で日米地域間交流に参画した。其れが縁となり以来 22年にわたりお
世話になっている。当時、所謂プラザ合意の現場で急激な円高（当時150

円程）を体験し規制緩和や世界ビジネスを学びました。北方都市会議は我々
中小企業に大きな力を与えてくれ、私の心のふるさとにもなっています。
今後も、市民発の国際交流や観光、地域貿易の為に更に活躍してください。

団体賛助会員
紹介コーナー

池田食品㈱ 札幌市白石区中央１条３丁目３２番地　☎ 011-811-2211　
http://www.ikeda-c.co.jp
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市
民
交
流

市
民
交
流

国
際
プ
ラ
ザ
に
は
「
札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
外
国
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、「
札
幌
国
際

プ
ラ
ザ
日
本
文
化
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」、「
札

幌
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
協
会
」と
い
う
３
つ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
10
月
17
日

㈯
、
３
団
体
に
よ
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
国
際
交
流

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
」が
国
際
プ
ラ
ザ
５
Ｆ

ホ
ー
ル
と
３
Ｆ
交
流
サ
ロ
ン
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
は
「
３
Ｖ
（
さ
ん
ボ
ラ
）交
流
会
」と

題
し
、
互
い
の
活
動
を
学
び
合
い
、
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
３
団
体
の
会
員
の
み
で
の

交
流
会
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
多

く
の
市
民
に
活
動
を
紹
介
し
よ
う
！
」と
い
う
こ

と
で
、
名
前
も
新
た
に
、
誰
で
も
参
加
で
き
る

交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

各
団
体
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
プ

去
る
10
月
3
日
㈯
、
札
幌
姉
妹
都
市
協
会
、

国
際
プ
ラ
ザ
の
共
催
に
よ
り
国
際
プ
ラ
ザ
５
Ｆ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
第
28
回
ド
イ
ツ
語
暗
唱
大

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
幅
広
い
年
代
（
20
代
～
70
代
）

の
ド
イ
ツ
語
学
習
者
8
名
の
方
々
が
出
場
し
ま

し
た
。

今
年
度
は
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
『
ブ
ッ
デ
ン

ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
々
』、
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
の

『
ア
ン
ネ
の
日
記
』、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・

シ
ラ
ー
の
詩
『
歓
喜
に
寄
せ
て
』の
そ
れ
ぞ
れ
一

部
分
が
暗
唱
課
題
に
選
ば
れ
、
出
場
者
の
皆
さ

ん
は
そ
の
1
題
を
選
択
し
、
日
ご
ろ
の
学
習
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

出
場
者
の
ド
イ
ツ
語
に
対
す
る
熱
意
や
、
日
々

の
努
力
そ
し
て
長
年
学
習
を
継
続
し
て
い
る

方
々
に
対
し
審
査

員
の
方
々
は
大
変

感
激
し
て
い
ま
し

た
。こ

の
大
会
が
、

今
後
も
札
幌
の
姉

妹
都
市
で
あ
る

「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
」

へ
の
理
解
と
交
流

促
進
の
一
つ
と
な

る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

去
る
7
月
3

日
㈮
～
7
月
15

日
㈬
ま
で
、
札

幌
市
の
姉
妹
都

市
で
あ
る
ロ
シ

ア
の
ノ
ボ
シ
ビ

ル
ク
市
か
ら
、

日
本
語
の
勉
強

を
し
て
い
る
大

学
生
・
社
会
人

4
名
（
ノ
ボ
シ

ビ
ル
ス
ク
日
本

語
青
年
訪
問
団
）が
来
札
し
ま
し
た
。
国
際
プ
ラ

ザ
で
の
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
か
ら
の
日
本
語
青
年

訪
問
団
の
受
入
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
2
回
目

と
な
り
ま
し
た
。

訪
問
団
は
7
月
3
日
㈮
の
夜
に
来
札
し
、
13

日
の
間
札
幌
に
滞
在
し
な
が
ら
、
札
幌
市
立
幌

9
月
27
日
㈰
、
北
海
道
日
中
友
好
セ
ン
タ
ー
、

札
幌
姉
妹
都
市
協
会
、
国
際
プ
ラ
ザ
の
共
催
で
、

「
札
幌–

瀋
陽
友
好
都
市
提
携
記
念　

第
27
回
中

国
語
暗
唱
朗
読
大
会
」が
札
幌
国
際
交
流
館
ラ
イ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
参
加
者
は
「
朗
読
の
部
」と

「
暗
唱
の
部
」に
分
か
れ
て
中
国
語
の
力
を
競
い

ま
す
。
中
国
語
の
発
音
の
正
確
さ
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
で
す
が
、
声
の
抑
揚
や
表
情
な
ど
表
現

の
豊
か
さ
も
採
点
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
特
に

「
三
国
志
」に
題
材
を
取
っ
た
「
暗
唱
の
部
」の
課

題
文
で
は
、
城
を
守
る
孔
明
と
敵
と
の
息
つ
ま

る
攻
防
が
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
に
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
11
名
が
参
加
し
た
「
朗
読
の
部
」の

課
題
文
は
、

日
本
人
に
も

親
し
み
の
あ

る
餃
子
の
歴

史
に
関
す
る

も
の
で
し
た
。

ど
ち
ら
の
部

門
も
、
参
加

者
の
日
頃
の

中
国
語
の
学

習
成
果
が
存

分
に
発
揮
さ

れ
、
非
常
に

レ
ベ
ル
の
高

い
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
他
、
浴
衣
の
着
か
た
実

演
、
振
袖
着
付
け
シ
ョ
ー
、
折
り
紙
教
室
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
再
現
劇
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を

凝
ら
し
た
活
動
紹
介
を
披
露
し
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
休
憩

時
間
も
、
茶
道

体
験
や
お
菓
子

の
ポ
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
、
お
楽
し

み
が
盛
り
だ
く

さ
ん
！
会
場
は

終
始
笑
顔
に
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
３
Ｆ
交
流
サ
ロ
ン
で
は
外
国
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
言
語
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

「
多
言
語
で
レ
ッ
ツ
ト
ー
ク
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
計
８
カ
国
語
で
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
と
い
う
こ

と
で
、
言
語
ご
と
に
テ
ー
ブ
ル
を
設
け
、
参
加
者

は
多
言
語
で
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
各
国
の

お
菓
子
も
並
び
、
美
味
し
い
香
り
と
多
言
語
が
飛

び
交
う
豊
か
な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
会
場
は
大
勢
の

参
加
者
で
賑
わ
い
、
３
団
体
間
の
交
流
だ
け
で

は
な
く
多
く
の
市
民
に
活
動
を
紹
介
し
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
当
日

新
規
外
国
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
も

あ
り
、
国
際
交
流

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
タ
を
通
し

ま
た
新
た
な
力
が

芽
吹
い
て
い
ま
す
。

9
月
12
日
㈯
、

日
本
ユ
ー
ラ
シ

ア
協
会
札
幌
支

部
、
札
幌
姉
妹

都
市
協
会
、
国

際
プ
ラ
ザ
の
共

催
で
、「
札
幌–

ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス

ク
姉
妹
都
市
提

携
記
念 

第
19
回

ロ
シ
ア
語
詩
の

つ
ど
い
」
が
国

際
プ
ラ
ザ
5
Ｆ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

日
ご
ろ
ロ
シ
ア
語
を
学
ぶ
方
々
が
好
き
な
詩

を
ロ
シ
ア
語
で
朗
読
す
る
こ
の
つ
ど
い
の
今
年

の
テ
ー
マ
は
「
ロ
シ
ア
の
自
然
」。
第
1
部
で
は

自
然
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ロ
シ
ア
の
詩
が
日
本

語
と
ロ
シ
ア
語
で
暗
唱
・
朗
読
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
有
名
な
詩
人
に
よ
る
ロ
シ
ア
語
の
詩

と
、
朗
読
者
自
ら
が
訳
し
た
日
本
語
の
朗
読
に
、

聴
衆
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

第
2
部
は
、
モ
ス
ク
ワ
出
身
で
ロ
シ
ア
語
の

通
訳
・
翻
訳
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
イ
ー
ゴ

リ
・
コ
ピ
ー
ト
フ
さ
ん
と
札
幌
市
国
際
交
流
員

の
イ
リ
ー
ナ
・
シ
ュ
ク
リ
ナ
さ
ん
を
ス
ピ
ー
カ
ー

に
迎
え
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
ロ
シ

ア
社
会
に
お
い
て
詩
が
果
た
す
役
割
が
わ
か
り

や
す
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

西
小
学
校
訪
問
交
流
、
白
石
清
掃
工
場
視
察
、

ロ
シ
ア
語
レ
ッ
ツ
ト
ー
ク
ス
ペ
シ
ャ
ル
、
札
幌

市
立
大
学
訪
問
交
流
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
日
本

文
化
体
験
（
華
道
、
着
付
け
）な
ど
の
様
々
な
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

訪
問
団
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
大
変
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
日

本
の
文
化
に
ふ
れ
ら
れ
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。」と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
市
民
と
札
幌
市
民

の
交
流
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、
相
互
理
解

が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

10
月
22
日
㈭
に
札
幌
す
み
れ
ホ
テ
ル
に
て
、

札
幌–

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
記

念
「
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
～
札
幌
の

国
際
交
流
の
原
点
～
」（
主
催
：
札
幌
姉
妹
都
市

協
会
）を
開
催
し
ま
し
た
。
長
年
札
幌
の
姉
妹
都

市
交
流
に
ご
尽
力
さ
れ
た
、
講
師
の
杉
岡
昭
子

元
国
際
プ
ラ
ザ
専
務
理
事
か
ら
は
、
札
幌
の
姉

妹
都
市
提
携
の
歴
史
、
提
携
当
時
の
ア
メ
リ
カ

の
様
子
、
交
流
に
携
わ
っ
た
方
々
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
へ
の
思
い
か
ら
、
経
済
交
流
、

青
少
年
育
成
ま
で
、
幅
広
く
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
後
半
は
、
札
幌
姉
妹
都
市
協
会
の
村
山

会
長
と
今
後
の
姉
妹
都
市
提
携
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ

ナ
ー
に
は
約
１
６
０
名
の
市
民
の
方
が
参
加
し
、

講
師
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
ティ
ア
３
団
体
に
よ
る

「
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
ティ
ア
フ
ェ
ス
タ
」開
催
！

札
幌 –

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
姉
妹
都
市
提
携

第
28
回
ド
イ
ツ
語
暗
唱
大
会

第
２
回
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク

日
本
語
青
年
訪
問
団
来
札
！

第
27
回
中
国
語
暗
唱
朗
読
大
会

第
19
回
ロ
シ
ア
語
詩
の
つ
ど
い

札
幌 –

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
記
念

「
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

ボランティアの活動紹介に耳を傾ける参加者

お菓子のポトラック

多言語でレッツトーク

札幌市立大学訪問交流 ロシア語レッツトークスペシャル

日本文化体験“着付け”講師　杉岡昭子氏 日本文化体験“華道”

1989年4月入会。「ビジュアルコミュニケーション」をテーマに企画・
制作を行っている会社で、札幌国際プラザ発足当初からお付き合いさ
せていただいております。IMEでは過去 3度展示会場製作をさせて

いただきました。その他、学会等の開催告知ポスター制作や、PIARC
（国際冬期道路会議）での日本展示ブース製作に関わり、2010年ケ
ベック大会に於いても展示ブースの企画に参加しております。

団体賛助会員
紹介コーナー

㈱マッシュ 札幌市中央区南 2 条東 1 丁目　第 3 泊ビル 6 階　☎ 011-251-7980　
http://www.mash-net.co.jp/

1987年 10月入会。オイスカはアジア太平洋地域を中心に、環境
保全、人材育成、技術協力などを展開しているNGOです。北海道
支部の主な活動は当別町の道民の森で学生、子供達との植樹、間

伐材で作った 1万個の積み木を使用し、小学校、児童会館、町内
会館で開催している「森のつみ木広場」、チャリティーディナーコ
ンサート等です。

団体賛助会員
紹介コーナー

㈶オイスカ北海道支部 札幌市中央区北 2 条西 2 丁目 4 番 マルホビル 710　☎ 011-222-4248　
http://www1.ocn.ne.jp/~oisca-h/
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市
民
交
流

コンベンショ
ン

市
民
交
流

2000年 12月入会。全国 68店舗、札幌に 34店舗を展開する富
士メガネは、創業71周年を迎えました。プロフェッショナルなメ
ガネ店として、（社）日本眼鏡技術者協会の「認定眼鏡士」292名

を擁し、豊富な知識と確かな技術でお客様のライフスタイルに合
わせたメガネのアドバイスをさせて頂き、一人でも多くの方に“見
る喜び”をお届けしたいと願っています。

団体賛助会員
紹介コーナー

㈱富士メガネ 札幌市中央区南 2 条西 1 丁目 3 番地　北専ビル 9 Ｆ　☎ 011-222-2859　
http://www.fujimegane.co.jp

2009年 9月入会。札幌三信倉庫は、企業物流では、医薬品、スィー
ツ業界などの保管・加工・配送を。また、企業の文書保管を提供
しております。個人向け商品として、トランクルーム・貸金庫・

季節品の保管などを提供しております。いずれも最新式のセキュ
リティによるサービスがご利用できます。

団体賛助会員
紹介コーナー

札幌三信倉庫㈱ 札幌市白石区東札幌 6 条 1-2-30　☎ 011-833-3434　
http://www.sanshin34.co.jp

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、
8

月
14
日
㈮
か
ら
の
約
3
週
間
、
J
I
C
A（
独
立

行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）地
域
別
研
修
「
南
東
欧

地
域
・
自
然
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
観
光
計
画
・

振
興
」コ
ー
ス
の
実
施
受
入
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

コ
ー
ス
は
、
南
東
欧
地
域
で
の
観
光
産
業
の
位
置

づ
け
の
高
ま
り
や
意
義
の
増
大
に
伴
い
、
観
光
行

政
に
従
事
す
る
行
政
官
を
対
象
に
、
持
続
可
能
な

観
光
（
サ
ス
テ
ー
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
）開
発
･
振

興
政
策
等
の
実
務
能
力
の
向
上
を
計
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
す
。
3
年
コ
ー

ス
の
初
年
度
に
あ
た
る
今
年
は
、
４
カ
国
（
ア
ル

バ
ニ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
･
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
、
モ
ル

ド
バ
、
セ
ル
ビ
ア
）か
ら
6
名
の
研
修
員
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。

研
修
実
施
に
あ
た
り
、
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
を
札

幌
国
際
大
学
観
光
学
部
・
市
岡
浩
子
教
授
に
依
頼

し
、
サ
ス
テ
ー
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
主
要
テ
ー

マ
に
据
え
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
成
し
ま
し

た
。
講
義
で
は

国
や
北
海
道
、

地
方
都
市
に
お

け
る
観
光
政
策

を
は
じ
め
、
道

内
外
か
ら
観
光

第
一
人
者
を
講

師
に
招
い
て
サ

ス
テ
ー
ナ
ブ
ル

南
東
欧
地
域
４
カ
国
６
名
の

行
政
官
が
３
週
間
に
わ
た
り
研
修

J
I
C
A
地
域
別
研
修（
観
光
振
興
）コ
ー
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
や

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
様
々
な
事

例
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。
研
修

後
半
に
設
け
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ト

リ
ッ
プ
で
は
、

道
東
の
湿
原
地

帯
を
訪
れ
、
地

元
の
環
境
資
源

に
配
慮
し
な
が

ら
観
光
客
を
集
め
る
住
民
の
具
体
的
取
り
組
み
を

視
察
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
分
野
で
培
っ
て
き
た
実
践
的
な
経

験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
生
か
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
参
加
し
た
研
修
員
か
ら
も
高

い
評
価
を
得
ま
し
た
。
こ
う
し
た
J
I
C
A
事

業
へ
の
受
け
入
れ
協
力
は
、
札
幌
の
知
名
度
向
上

及
び
国
際
交
流
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
当

ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
し
て
は
今
後
も
積
極
的
に
か
か

わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
日
本
と
地
理
的
に
近

い
韓
国
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
韓
国
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
」を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

8
月
6
日
㈭
、
札
幌
市
国
際
交
流
員
カ
ン
・

ミ
ン
ジ
ョ
ン
を
講
師
に
「
第
34
回
韓
国
を
知
る
セ

ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
韓
国
の
民
族
衣
装
で

あ
る
「
ハ
ン
ボ
ク
」が
テ
ー
マ
で
し
た
。
日
本
で

は
、
韓
国
の
民
族
衣
装
と
い
え
ば
、「
チ
ョ
ゴ
リ

（
上
着
）」と
「
チ
マ
（
ス
カ
ー
ト
）」を
組
み
合
わ

せ
た
女
性
の
色
鮮
や
か
な
ド
レ
ス
が
有
名
で
す

が
、
こ
の
日
は
男
性
の
伝
統
的
な
民
族
衣
装
や

ハ
ン
ボ
ク
の
歴
史
な
ど
も
含
め
た
ハ
ン
ボ
ク
に

つ
い
て
の
様
々
な
事
柄
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
ま
ず
紀
元
前
4
世
紀
高
句
麗
時

代
の
壁
画
か
ら
始
ま
る
ハ
ン
ボ
ク
の
歴
史
を
見

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
時
代
ご
と
の
ハ
ン
ボ
ク

の
形
の
変
化
を

追
う
こ
と
に
よ

り
韓
国
社
会
の

変
化
に
注
目
し

ま
し
た
。
ま
た

女
性
の
ハ
ン
ボ

ク
に
華
や
か
な

原
色
が
使
わ
れ

て
い
る
理
由
は
、

韓
国
で
得
ら
れ

た
天
然
染
料
植

物
が
50
種
類
も

10
月
25
日
㈰
と
11
月
7
日
㈯
の
2
日
間
、
リ

フ
レ
札
幌
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第

41
回
英
語
弁
論
大
会
（
主
催
：
札
幌
姉
妹
都
市

協
会
、
札
幌
市
教
育
委
員
会
、
姉
妹
校
連
絡
会
、

国
際
プ
ラ
ザ
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
参
加
者
は
大
学
・
一
般
の
部
、
高
校

の
部
、
中
学
の
部
の
３
部
門
に
分
か
れ
、
日
頃

の
英
語
の
学
習
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

高
校
の
部
と
中
学
の
部
で
は
「
私
の
夢
」「
私

が
伝
え
た
い
日
本
の
よ
さ
」の
い
ず
れ
か
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
大
切
な
夢
や
日
本
に
つ
い
て
誇
れ

る
と
思
う
こ
と
を
英
語
で
発
表
し
ま
し
た
。
高

校
の
部
で
は
地
球
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
考
察

を
見
事
な
英
語
で
語
っ
た
北
海
道
札
幌
南
高
校

の
森
愛
莉
さ
ん
が
、
そ
し
て
中
学
の
部
で
は
「
絵

本
作
家
に
な
り
た
い
」と
い
う
夢
を
感
動
的
な
ス

あ
り
、
そ
こ
か
ら
約

１
０
０
種
類
以
上
の

色
を
作
り
出
す
こ
と

が
で
き
た
た
め
だ
と

い
う
こ
と
、
そ
し
て

華
や
か
な
色
が
あ
ふ

れ
る
中
で
韓
国
人
に

一
番
愛
さ
れ
た
色
は

実
は
「
白
」
で
あ
り
、

人
々
は
日
常
生
活
で
は
白
色
の
ハ
ン
ボ
ク
を
よ

く
着
用
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
場

内
満
員
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
は
、
メ
モ
を
と
り

な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
の
講
義
の
後
は
、

参
加
者
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
女
性
3
名

と
男
性
1
名
が
モ
デ
ル
と
な
り
、
実
際
に
ハ
ン

ボ
ク
を
着
付
け
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
女
性
の
場
合
は
日
本
で

は
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
ハ
ン
ボ
ク
の
装
身
具

や
鞄
、
帽
子
な
ど
も
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
の
注

目
を
浴
び
ま
し
た
。

最
後
に
韓
国
伝
統
の
お
辞
儀
で
あ
る
「
チ
ョ

ル
」が
講
師
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
か
ら

は
「
チ
ョ
ル
に
感
動
し
た
」「
ハ
ン
ボ
ク
の
こ
と

が
よ
く
わ
か
っ
て
勉
強
に
な
っ
た
」「
す
ば
ら
し

か
っ
た
、
韓
国
を
ま
す
ま
す
好
き
に
な
っ
た
」な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ピ
ー
チ
に
ま
と
め
た
藤
女
子
中
学
校
の
小
島
絵

美
さ
ん
が
優
勝
し
、
伝
統
あ
る
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー

を
手
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
生
を
中
心
に
25
名
が
参
加
し
た

大
学
・
一
般
の
部
で
は
、
ゲ
ス
ト
審
査
員
と
し

て
ス
コ
ッ
ト
・
ガ
プ
テ
ィ
ル
氏
（
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
・
札
幌
姉
妹
都
市
協
会
（
P
S
S
C
A
）名
誉

会
員
）と
本
間
千
代
子
氏
（
P
S
S
C
A
理
事
）の

二
人
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
民
が
審
査
に
参
加
し
、

札
幌
と
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
姉
妹
都
市
提
携
が
50

周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
の
大
会
で
あ
る

こ
と
を
印
象
づ
け
る
も
の
で
し
た
。「
母
た
ち
よ
、

大
志
を
い
だ
け
！
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
ス
ピ
ー

チ
で
優
勝
し
た
牧
野
ひ
ろ
み
さ
ん
は
、「
優
勝
で

き
て
と
て
も
嬉
し
い
。
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
本
当
に

重
い
で
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

中
学
の
部
の
上
位
入
賞
者
2
名
、
そ
し
て
高

校
の
部
の
優
勝
者
と
大
学
・
一
般
の
部
の
優
勝

者
は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
親
善
使
節
と
し
て
来
年

3
月
に
ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
市
に
派
遣
さ
れ
る
予
定
で
す
。

第
34
回
韓
国
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー

韓
国
の
民
族
衣
装『
ハ
ン
ボ
ク
』の
魅
力
！

札
幌­ –

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
記
念

第
41
回
英
語
弁
論
大
会

４カ国から６名の研修員が参加

霧多布湿原にて木道作りを体験

浜中町にて番屋体験プログラムに参加

チョル

女性ハンボク

中学の部入賞者

高校の部で優勝した森愛莉さん

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
在
留
資
格
の
変
更
・
離
婚
・

交
通
事
故
・
就
労
な
ど
の
法
律
問
題
を
抱
え
て

い
る
外
国
籍
市
民
へ
の
援
助
と
し
て
、
無
料
法

律
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

9
月
26
日
㈯
、
外
国
人
法
律
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
共
催
に
よ
り
「
外
国
人
の
た
め
の
法
律
セ

ミ
ナ
ー
」な
ら
び
に
「
無
料
法
律
相
談
会
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
弁
護
士
が
日
本
の
法

制
度
、
労
働
問
題
、
ビ
ザ
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
、
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
後
の
質
疑
応

答
で
は
、
永
住
権
の
申
請
方
法
や
婚
外
子
の
日

本
国
籍
取
得
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

10
月
2
日

㈮
に
は
北
海

道
在
留
手
続

協
議
会
所
属

の
行
政
書
士

に
よ
る
国
際

結
婚
・
在
留

資
格
等
の
相

談
会
が
行
わ

れ
、
相
談
者

か
ら
は
「
具

体
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
が
大

変
役
に
立
っ

た
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

7
月
17
日
㈮
、

国
際
プ
ラ
ザ
３

Ｆ
交
流
サ
ロ
ン

に
お
い
て
、「
カ

ル
チ
ャ
ー
ナ
イ

ト
２
０
０
９ 

ク

イ
ズ
で
知
ろ

う
！ 

さ
っ
ぽ
ろ

の
姉
妹
都
市
＋

ソ
ウ
ル
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

札
幌
市
の
姉

妹
都
市
で
あ
る

４
都
市
（
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
瀋
陽
、

ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
）の
あ
る
国
と
韓
国
の
国
際
交

流
員
が
５
つ
の
都
市
に
関
す
る
三
択
ク
イ
ズ
を

通
し
て
市
民
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
参
加
し

た
親
子
は
ク
イ
ズ
を
通
し
て
５
つ
の
都
市
の
知

識
を
楽
し
み
な
が
ら
増
や
す
と
と
も
に
、
ク
イ

ズ
の
出
題
者
で
あ
る
国
際
交
流
員
と
ふ
れ
合
う

こ
と
で
気
軽
に
国
際
交
流
も
体
験
し
ま
し
た
。

「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
名
物
料
理
は
何
？
」（
答
え
：

白
ソ
ー
セ
ー
ジ
）「
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
に
あ
る
有

名
な
博
物
館
は
何
の
博
物
館
？
」（
答
え
：
鉄
道

博
物
館
）「
ソ
ウ
ル
の
人
口
は
韓
国
全
体
の
人
口

の
約
何
パ
ー
セ
ン
ト
？
」（
答
え
：
約
20
パ
ー
セ

ン
ト
）な
ど
の
ク
イ
ズ
の
答
え
が
発
表
さ
れ
る
た

び
に
、
参
加
者
は
歓
声
を
上
げ
、
子
ど
も
た
ち

は
「
楽
し
か
っ
た
」「
国
際
交
流
員
に
会
え
て
嬉

し
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

弁
護
士
・
行
政
書
士
に
よ
る

外
国
籍
市
民
無
料
相
談
会

カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
２
０
０
９

「
ク
イ
ズ
で
知
ろ
う
！
さ
っ
ぽ
ろ
の
姉
妹
都
市
＋
ソ
ウ
ル
」
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コンベンショ
ン

コンベンショ
ン

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、

札
幌
市
内
で
開
催
さ
れ
る
国
際
会
議
・
国
内
大

会
に
対
し
て
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
札
幌
を
訪
れ
た
参
加
者
の
方
々
に

快
適
な
滞
在
を
ご
満
喫
い
た
だ
け
る
よ
う
各
種

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

7
月
10
日
㈮
か
ら
12
日
㈰
に
札
幌
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
第
4
回
日

本
・
豪
州
合
同
皮
膚
科
学
会
」で
は
、
外
国
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
観
光
情
報
提
供
や
シ
テ
ィ

ウ
ォ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
9
月
28
日

㈪
か
ら
10
月
2
日
㈮
に
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
、
世
界
の
貿
易
円
滑
化

と
電
子
化
を
推
進
す
る
貿
易
円
滑
化
と
電
子
ビ

ジ
ネ
ス
の
た
め
の
国
連
セ
ン
タ
ー
（
略
称
：
国
連

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、

6
月
26
日
㈮
、
27
日
㈯
の
2
日
間
に
わ
た
り
、

日
本
政
府
観
光
局
（
J
N
T
O
）が
ビ
ジ
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
･
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
と
し
て
実
施

し
た
、
英
国
大
手
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
雑
誌
の
取

材
受
入
へ
の
協
力
を
行
い
ま
し
た
。

大
阪
、
東
京
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
取
材
で

は
、
北
海
道
・
札
幌
な
ら
で
は
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
や
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
を
テ
ー
マ
に
記
者
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
や
各
種
ホ
テ
ル
な
ど
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
施
設
の
ほ
か
、
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
と
し
て
好

評
な
大
倉
山
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
や
、
サ
ッ

ポ
ロ
ピ
リ
カ
コ
タ
ン
や
定
山
渓
温
泉
、
小
樽
で

の
握
り
寿
司
体
験
な
ど
充
実
し
た
ア
フ
タ
ー
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
し
た
。

各
取
材
先
で
の
温
か
い
お
も
て
な
し
に
、
参
加

し
た
記
者
か
ら
は｢

札
幌
は
、
何
よ
り
訪
れ
た
人

を
特
別
な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
街｣

と
の
コ
メ

ン
ト
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、

こ
う
し
た
取
材
受

入
を
は
じ
め
、
誘

致
活
動
と
し
て
国

内
外
の
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
主
催
者
へ

む
け
て
札
幌
の
魅

力
発
信
を
続
け
て

行
き
ま
す
。

9
月
6
日
㈰
か
ら
9
月
11
日
㈮
の
日
程
で
、

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
第

14
回
核
融
合
炉
材
料
国
際
会
議
」が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
議
は
、『
核
融
合
』の
分
野
で
最
も

重
要
な
国
際
会
議
の
ひ
と
つ
で
、
日
本
で
は
6

年
ぶ
り
5
度
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

『
核
融
合
』と
は
、
新
し
い
次
世
代
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
（
発
電
）の
候
補
の
ひ
と
つ
で
、
①
海
中

に
多
く
含
ま
れ
る
重
水
素
を
使
用
す
る
た
め
、

化
石
燃
料
（
ガ
ソ
リ
ン
／
石
炭
な
ど
）と
違
い
、

燃
料
枯
渇
の
心
配
が
な
い
（
環
境
／
資
源
面
）②

融
合
炉
が
壊
れ
た
場
合
は
反
応
自
体
が
停
止
し
、

ま
た
反
応
の
結
果
で
き
る
も
の
は
ヘ
リ
ウ
ム
で

あ
る
為
、
原
子
力
発
電
（
反
応
）と
違
い
放
射
能

の
心
配
が
な
い
（
安
全
性
）な
ど
、
非
常
に
期
待

C
E
F
A
C
T
）に

よ
る
「
第
15
回
国

連
C
E
F
A
C
T

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

は
、
世
界
約
30
カ

国
か
ら
約
2
7
0

名
の
参
加
者
が
集

い
ま
し
た
。
日
本

文
化
体
験
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
茶
道
・
華
道
・
着
付
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
多
く
の
会
議
参
加
者
・
同

伴
者
の
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
7
月
26
日
㈰
か
ら
31
日
㈮
に
北

海
道
大
学
学
術
交
流
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
10

回
南
極
科
学
研
究
委
員
会
国
際
生
物
学
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」の
会
期
中
に
は
、
南
極
昭
和
基
地
と
テ

レ
ビ
中
継
で
結
ん
だ
市
民
向
け
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
実
施
さ
れ
、
中
高
生
を
含
む
約
２
５
０
名
の

市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
市
内
で
会
議
を
開
催
す
る
こ

と
は
地
域
情
報
の
発
信
の
機
会
や
経
済
効
果
を

も
た
ら
す
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
ふ
れ
あ

い
を
通
じ
て
市
民
の
視
野
を
広
げ
地
域
の
国
際

化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、

こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
効
果
が
複
合

的
に
組
み
合
わ
っ

て
地
域
の
発
展
に

つ
な
が
る
よ
う
、

今
後
も
積
極
的
に

会
議
誘
致
・
支
援

に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

C
O
２

削
減
な
ど
の
環
境
配
慮
へ
の
取
組

み
が
各
分
野
で
導
入
さ
れ
て
い
る
な
か
、

国
内
・
国
際
会
議
開
催
に
お
い
て
も
環
境

に
配
慮
し
た
運
営
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
札
幌
で
開
催

さ
れ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
事
務
局
支
援

の
一
環
と
し
て
、
主
催
者
に
対
し
環
境
に

や
さ
し
い
運
営
・
取
り
組
み
の
事
例
紹
介

や
提
案
を
行
い
、
エ
コ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

会
議
運
営
の
推
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
省
が
策
定
し
た
「
会
議
等

の
環
境
配
慮
の
ス
ス
メ
」
を
も
と
に
、
札

幌
独
自
の
環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み
項
目

リ
ス
ト
を
作
成
し
、
一
定
数
以
上
の
取
り

組
み
を
導
入
し
て
い
る
会
議
を
「
グ
リ
ー

ン
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」
と
認
定
し
、
各
種

サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
を
試
験
的
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
主
催
者
の
先
生
を

は
じ
め
、
会
議
参
加
者
の
多
大
な
理
解
と

協
力
を
得
て
、
こ
の
夏
『
日
本
機
械
学
会 

D
ynam

ics &
 D

esign C
onference 

2009

』
と
『
第
46
回
国
際
低
温
生
物
会
議

（
Ｃ
Ｒ
Ｙ
Ｏ
２
０
０
９
）』
の
２
つ
の
会
議

を
、
国
際
プ
ラ
ザ
の
「
グ
リ
ー
ン
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
」と
認
定
し
ま
し
た
。
今
後
に
向

け
て
、
さ
ら
に
札
幌
に
お
け
る
エ
コ
フ
レ

ン
ド
リ
ー
な
会
議
開
催
の
実
績
を
重
ね
て

い
く
予
定
で
す
。

さ
れ
る
研
究
分
野
で
あ
り
ま
す
。

近
年
、
実
際
の
装
置
を
使
っ
た
実
験
段
階
を

経
て
、
い
よ
い
よ
実
用
化
す
る
た
め
の
本
格
的

な
局
面
を
迎
え
る
こ
の
重
要
な
時
期
に
日
本
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、
研
究
レ
ベ
ル
の
よ
り
一

層
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
同
分
野
に
お

け
る
主
導
的
立
場
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
、
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
も
、
約
40
ヵ
国
か
ら
５
０
０
名
を
超
え

る
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
広
く
市
民
の
皆
様
に
も
『
核
融
合
』に

関
し
て
、
知
識
と
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
、
会
議
に
先
立
ち
9
月
5
日
㈯
に
市
民
公
開

講
座
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
カ
フ
ェ
」が
、
札
幌
ス
テ

ラ
プ
レ
イ
ス
の
三
省
堂
書
店
で
催
さ
れ
、
多
く

の
市
民
が
熱
心
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、

こ
の
会
議
の
誘
致
の
段
階
か
ら
“
開
催
提
案
書
の

作
成
”な
ど
積
極
的
に
支
援
し
て
お
り
、
開
催
に

あ
た
っ
て
は
“
札
幌
市
長
の
挨
拶
”や
、
外
国
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
“
同
伴
者
へ
の
日

本
文
化
体
験
”“
参
加
者
に
対
す
る
シ
テ
ィ
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
デ
ス
ク
”、“
市
民
公
開
講
座

の
広
報
”な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

会
議
開
催
支
援

札
幌
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
環
境
を

世
界
へ
発
信

～
英
国
大
手
雑
誌
の
取
材
受
入
～

第
14
回
核
融
合
炉
材
料

国
際
会
議（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｍ-

14
）支
援

全
国
初「
グ
リ
ー
ン
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

サ
ポ
ー
ト
」を
開
始

日本文化体験“着付”（国連 CEFACT）

シティウォーク（日本・豪州合同皮膚科学会）

南極基地と結んだ市民向けシンポジウム

市民ボランティアによる“インフォメーション・デスク”

日本文化体験“茶道”

北海道独自のアイヌ文化について取材

現
在
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

で
は
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
誘
致
の
主
要

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
中
国
に
絞
り
、
精
力
的
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
プ
ラ
ザ
・
ア
ジ
ア
担
当
M
I
C
E
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
唐

 

氏
の
協
力
に
よ
る
現
地

で
の
関
係
団
体
訪
問
や
情
報
収
集
の
成
果
と
し

て
、
北
京
や
上
海
な
ど
中
国
主
要
都
市
か
ら
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
や
企
業
グ
ル
ー
プ
ツ

ア
ー
の
開
催
が
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
の
更
な
る
誘
致
活
動
の
展
開
に
向
け

て
、
去
る
９
月
７
日
㈪
～
11
日
㈮
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
専

門
見
本
市
「
Ｃ
Ｉ
Ｂ
Ｔ
Ｍ
（C

hina Incentive, 
B
usiness T

ravel &
 M

eetings E
xhibition

）」

参
加
に
あ
わ
せ

て
、
北
京
市
を

訪
問
し
ま
し

た
。C

I
B
T
M

に
は
ト
レ
ー

ド
・
ビ
ジ
タ
ー

と
い
う
形
で

参
加
し
ま
し

た
が
、
日
本

政
府
観
光
局

（
J
N
T
O
）の
多
大
な
協
力
も
得
な
が
ら
、
日

本
ブ
ー
ス
を
拠
点
に
C
I
B
T
M
の
出
展
者
や

バ
イ
ヤ
ー
の
状
況
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
旅

行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
ツ
ア
ー
主
催
者
（
企
業
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
）の
昨
今
の
変
化
・
動
向
に
つ
い
て
情

報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
３
月
に
行
っ
た
誘
致
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
引
き
続
き
、
大
手
旅
行
会
社
へ
の
継

続
的
な
個
別
訪
問
を
実
施
す
る
と
と
と
も
に
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
を
主
催
す
る
大
手
企

業
へ
の
直
接
セ
ー
ル
ス
も
行
い
ま
し
た
。

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
造
成
に
お
い
て
、

他
と
は
違
う
ユ
ニ
ー
ク
な
場
所
や
企
画
の
ア
イ

デ
ィ
ア
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
、
海
外
の
主
催

者
、
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
常
に
そ
れ
ら
を
求

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
入
サ
イ
ド
の
細
や
か

で
継
続
的
な
支
援
が
ツ
ア
ー
を
成
功
さ
せ
る
大

き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
札
幌
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
誘
致
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
札
幌
・
北
海
道
で
提
案
で

き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
会
場
や
ツ
ア
ー
を
盛
り
上
げ

る
イ
ベ
ン
ト
の
発
掘
な
ど
、
地
元
受
入
態
勢
の

強
化
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

中
国
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー

誘
致
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

見本市では MICE 関連のセミナーも開催されます

JNTO の日本ブース
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コンベンショ
ン

去
る
９
月
１
日
㈫
、
国
際
プ
ラ
ザ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
札
幌
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
札

幌
市
内
ホ
テ
ル
連
絡
協
議
会
の
３
者
で
構
成
す
る

「
さ
っ
ぽ
ろ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
検
討
会
議
」の
設
立
会

議
が
ロ
イ
ト
ン
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
観
光
庁
は
、
今
年
７
月
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
ま
し

た
。
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
客
が
多
数
来

訪
す
る
分
野
の
こ
と
を
国
際
的
に
総
称
す
る

言
葉
（M

eeting

：
企
業
等
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
、Incentive

：
企
業
の
報
奨
・
研
修
旅
行
、

C
onvention/C

ongress

：
会
議
、
大
会
・
総

会
、E

vent/E
xhibition

：
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
、
展
示
会
・
見
本
市
の
頭
文
字
を
並
べ

た
も
の
）で
す

が
、
外
国
人
観

光
客
の
拡
大
、

経
済
効
果
、
国

際
貢
献
、
地
域

の
国
際
化
の
観

点
か
ら
大
き
な

意
義
を
持
つ
も

の
と
し
て
、
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
に

国
を
挙
げ
て
積

極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と

と
し
た
も
の
で

す
。そ

こ
で
、
こ

札
幌
・
北
海
道
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
振
興
へ
関
係
者
一
丸
!!

「
さ
っ
ぽ
ろ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
検
討
会
議
」発
足

の
動
き
と
連
動
し
て
、
札
幌
・
北
海
道
に
お
け
る

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
振
興
発
展
に
は
何
が
必
要
か
を
検

討
す
る
「
推
進
検
討
会
議
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
ご
参
加
の
観
光
庁
の
大
滝
昌
平
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
担
当
参
事
官
か
ら
は
、
国
際
会
議
の
状
況
や

観
光
庁
の
今
後
の
方
向
性
な
ど
の
お
話
を
い
た
だ

い
た
ほ
か
、
全
国
に
先
駆
け
た
札
幌
の
こ
の
動
き

を
高
く
評
価
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
会
議
に

は
、
北
海
道
運
輸
局
を
は
じ
め
、
関
係
省
庁
も
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
。
来
年
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
貿

易
担
当
大
臣
会
合
の
開
催
関
係
や
国
際
会
議
誘
致

に
向
け
た
動
き
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
後
、
会
場
を
渡
辺
淳
一
文
学
館
に
移
し
、

『
観
光
庁
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

北
海
道
地
区
説
明
会
』を
開
催
、
関
連
企
業
な
ど

関
係
者
約
90
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
大
滝

参
事
官
か
ら
は
、「
来
年
を
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
イ
ヤ
ー
と

し
て
、
国
内
外
へ
の
大
規
模
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
す
る
」な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
ま
た
国

際
プ
ラ
ザ
・
ア
ジ
ア
担
当
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
唐
（T

ang Jun

）氏
か
ら
の
最
新
の
中

国
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
な
ど
、
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
係
者
の
情
報
共
有
・
連
携
協
力
の
き
っ

か
け
と
な
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

さっぽろ MICE 推進検討会議

大滝参事官

コンベンショ
ン

■
I
T
&
C
M
A 
2
0
0
9

10
月
6
日
㈫
か
ら
10
月
8
日
㈭
の
3
日
間
に

わ
た
り
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に
てIncentive 

T
ravel &

 C
onventions, M

eetings A
sia 

2009

（
以
下
、
Ｉ
Ｔ
＆
Ｃ
Ｍ
Ａ
２
０
０
９
）が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
＆
Ｃ
Ｍ
Ａ
２
０
０
９
は
、

40
カ
国
、
約
３
４
０
名
の
バ
イ
ヤ
ー
と
31
カ
国
、

約
２
５
０
団
体
お
よ
び
企
業
が
参
加
す
る
ア
ジ

ア
有
数
の
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
見
本
市
で
す
。

7
回
目
の
参
加
と
な
る
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
今
年
も
単
独
で
出
展
参
加
し
、

中
国
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア

な
ど
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
主
催
者
、
旅
行
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
を
中
心
に
54
件
の
商
談
を
行
い
ま
し

た
。
札
幌
ブ
ー
ス
の
冬
・
雪
だ
る
ま
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
手
作
り
の
装
飾
は
、
今
年
も
多
く
の
バ

イ
ヤ
ー
の
目
を
引
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
イ
ン
ド

な
ど
新
た
な

マ
ー
ケ
ッ
ト

地
域
か
ら
の

バ
イ
ヤ
ー
も

多
数
ブ
ー
ス

を
訪
れ
、
東

南
ア
ジ
ア
地

域
以
外
で
の

札
幌
へ
の
関

心
の
高
さ
も

伺
え
ま
し
た
。

■
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー

I
T
&
C
M
A
2
0
0
9
に
引
き
続
き
、
10

月
9
日
㈮
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
て
日
本
政
府

観
光
局
（
J
N
T
O
）主
催
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
大
阪
、
名
古
屋
、
横

浜
等
の
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と

と
も
に
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
を
取
扱
う

旅
行
会
社
及

び
企
業
約
90

社
へ
向
け
て

プ
レ
ゼ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
各
都
市

の
Ｐ
Ｒ
タ
イ

ム
の
後
、
出

席
者
と
各
都

市
が
そ
れ
ぞ

れ
の
ブ
ー
ス

で
個
別
に
商
談
す
る
時
間
が
設
け
ら
れ
、
札
幌

ブ
ー
ス
に
も
多
く
の
バ
イ
ヤ
ー
が
立
ち
寄
ら
れ

ま
し
た
。
バ
イ
ヤ
ー
の
中
に
は
、“
札
幌
と
い
え

ば
雪
”の
好
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
成
果
の
現
れ

を
実
感
し
ま
し
た
。

今
回
の
海
外
出
展
で
は
、
旅
行
代
理
店
だ
け

で
な
く
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ

ア
ー
の
主
催
者
と
な
る
学
会
関
係
者
や
一
般
企
業

の
担
当
者
と
の
人
脈
も
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
開
催
決
定
権
を
持
つ
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
の
つ

な
が
り
を
具
体
的
な
案
件
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ

う
、
今
後
の
誘
致
支
援
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
最
大
の
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ン
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ン

見
本
市
へ
出
展
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IT&CMA2009

シンガポールセミナー

札幌コンベンションビューローでは、札幌市内で開催が予定されている主なコンベンションで、主催者側から公表が許可されているも
ののみ、ホームページ上の「コンベンションカレンダー」にて公開しております。コンベンションカレンダーは半期に一度更新をおこ
なっており、約 1 年先までの開催情報だけではなく、既に開催された過去の情報も提供しております。
http://www.conventionsapporo.jp/j/meeting/calendar/calendar.html

国際コンベンション

11 月 第 2 回センチネル・アース国際シンポジウム
「－衛星データ・衛星画像データの高度利用研究－」 （150 名） 

11 月 第 4 回応用倫理国際会議 （120 名） 

11 月 国際シンポジウム
「先住民族と自然資源－持続的資源利用の視点から－」 （200 名） 

11 月 22nd International Microprocesses and Nanotechnology Conference（MNC2009） （400 名） 

11 月 講演会「スウェーデンの認知症対応に学ぶ集い」 （300 名） 

12 月 ECO Design 2009 （200 名） 

5 月 International Conference on Electronics Packaging 2010（ICEP2010） （300 名） 

コンベンションカレンダー 2009 年 11 月～ 2010 年 5 月

国内コンベンション

11 月 第 19 回日本乳癌検診学会総会 （1500 名） 

11 月 グリーン購入全国フォーラム in 北海道 （300 名） 

11 月 市町村議会議員研修会　第 8 回札幌研修会 （300 名） 

11 月 第 30 回バイオメカニズム学術講演会（SOBIM2009 in Sapporo） （200 名） 

12 月 第 79 回獣医麻酔外科学会／第 91 回日本獣医循環器学会
2009 秋季合同学会 （400 名） 

5 月 日本材料学会　第 58 期通常総会　学術講演会 （400 名） 

5 月 第 64 回 NPO 法人日本口腔科学会学術集会 （1800 名） 

5 月 2010JAIFA 年次大会 in 札幌 （3000 名） 

5 月 日本農薬学会第 35 回大会 （400 名） 

交流サロンの案内カウンターでは、
国際交流に関する情報や外国籍市民
向けの生活、観光情報を提供してい
ます。ここでは、案内カウンターに
いらっしゃる方から実際によくある
質問にお答えします。

国際プラザでは、外国語でのフリートークを通じて異文
化交流を楽しんでいただくプログラム「レッツトーク」を
開催しています。英語の他にも、中国語、韓国語、ロシ
ア語、ドイツ語のプログラムがあり、各言語を母国語と
する国際交流員が参加しています。また、「レッツトーク

日本語」では、日本語ボランティア「窓」のみなさんが外
国籍市民を対象に日本語を教えてくれます。
参加無料、申込不要ですので、ご都合のよろしいときに
お気軽にご参加ください。

中 国 語 月曜日 12：20 ～ 13：20 ３階交流サロン

英 語 火曜日 12：20 ～ 13：20 ３階交流サロン

ハ ン グ ル 水曜日 18：00 ～ 19：00 ３階交流サロン

ロ シ ア 語 水曜日 18：00 ～ 19：00 ５階ホール

日 本 語 第２･第４水曜日 14：00 ～ 15：30 ３階交流サロン

ド イ ツ 語 第２･第４水曜日 18：00 ～ 19：00 ３階会議室

Q.英語を話す機会を探しているのですが。

サロン・カウンター

よくある質問 Q A&

■交流サロン
住　　所：札幌市中央区北1条西3丁目札幌MNビル3Ｆ
電話番号：011-211-3678
開館時間：月曜～土曜　9:00～ 17:30
　　　　※日曜・祝日・12/29～1/3 休み

■お問合せ先
国際プラザ市民交流部 レッツトーク担当
TEL:011-211-2105   FAX:011-232-3833
※詳しい内容は下記ホームページでもご覧いただけます。

http://plaza-sapporo.or.jp/citizen_j/lets_talk/lets_talk.html

札幌国際プラザ・コンベンションビューロー
TEL:011-211-3675
FAX:011-232-3833
E-mail:convention@plaza-sapporo.or.jp
http://www.conventionsapporo.jp/j/ 　

（東京事務所）
〒100-0006　東京都千代田区有楽町2丁目
	 10番1号 東京交通会館3階
TEL:03-3216-5090
FAX:03-3216-5199

■問い合わせ先

当ビューローでは、独自のコンベン
ション誘致・シティ PR 活動を行うと
ともに、具体的にコンベンション開催
をご検討される主催者の皆さまに心の
こもったコンサルティング・サービス
を展開しています。電話・FAX・電子
メールのほか、ウェブサイトに設置の
オンライン・フォーム（日本語、英語）
をぜひご利用ください。

コンベンション誘致・
開催支援に関する

各種お問合せ
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25ヶ国以上の留学生と異文化交流、
多文化の共有を体験できる日本語学校です。

㈶日本語教育振興協会認定校 

Japanese Language Institute of Sapporo

〒064-0806札幌市中央区南６条西２６丁目２番７号 
地下鉄円山公園駅徒歩７分 
TEL.011-562-7001  FAX.011-562-7002 
http://www.jli.co.jp/   E-mail：info@jli.co.jp 

教育訓練給付制度適用
（コース修了後、授業料の20％、最大10万円が戻ります。）

※入学時期は４月、１０月の年2回。 
●無料で入学案内をお送り致します。お気軽にお問い合わせ下さい。 

あなたのご都合に合わせた2コース あなたのご都合に合わせた2コ ス 

日本語教師養成講座 外国人のための日本語 
JAPANESE FOR FOREIGNERS 
■大学進学コース■一般日本語コース 

■専科（6ヵ月間集中） 
■本科（午前・午後） 

説明会随時実施中！ 

ミュンヘン・クリスマス市 in Sapporo 開催のお知らせ

Information インフォメーション

● ● ● 開催概要 ● ● ●
　期　間 	11月27日(金)～12月24日(木)　28日間

　時　間 	平　日／12:00～21:00

	 （但し金曜日および12月22日(火)は21：30まで）

	 土曜日／11:00～21:30　日曜祝日／11:00～21:00

　会　場  大通公園2丁目　ホワイトイルミネーション会場

   オープニングセレモニー　11月27日（金）16:30～　

   主　催 	ミュンヘン・クリスマス市 in Sapporo 実行委員会

　ホームページ 	http://www.city.sapporo.jp/christmas-market/index.html

賛助会員限定特別企画
　賛助会員の皆様へ感謝の気持ちを込め、クリスマス市のオリジナルマグカップをお贈りしている賛助
会員限定企画を、ご好評につき今年度も実施いたします。今回は、2009年のマグカップの引換え券とク
リスマス市会場内の店舗で使用できる購入補助券のセットを贈呈いたします。
　詳細は、会員の皆様へ本誌と12月号プラザだよりをお送りする際の同封物をご覧ください。

協賛金ご協力のお願い
　ミュンヘン・クリスマス市 in Sapporoの実施には、応援し
てくださる皆様からの協賛金が重要な財源となっております。
魅力あるクリスマス市を実施するため、皆様のご賛同と、協
賛金のご協力をお願いします。

 ご協力金額:1口 1,000円
※ご協力いただいた皆様には、会場で販売するミュンヘン・
クリスマス市2009年度版オリジナルマグカップを1口につき
1個進呈させていただきます。

　ミュンヘン・クリスマス市 in Sapporoでは、今回もリターナブル容器（洗って
使いまわしができる容器）を使用します。写真のリターナブル容器は持ち帰らず、
回収場所への返却をお願いします。
　なお、ビールなどの飲料についてはプラスチック製の透明カップを使用します。
　また、リターナブル容器の洗浄ボランティアを募集します。環境に優しい
イベントを実現するため、ぜひ、皆様のお力をお貸しください！

リターナブル容器の使用と回収にご協力ください。

＜ボランティア活動のお申込み方法＞
 申込期間  11月1日（日）～ 12月23日（水・祝）
 申込み先  札幌市コールセンター（電話：011-222-4894）
 受付時間  8:00 ～ 21:00 リターナブル容器

▲

今年の
マグカップ

▲

今年もイブまで開催！
　札幌市とドイツのミュンヘン市の姉妹都市提携30周

年を記念して始まった「ミュンヘン・クリスマス市 in 

Sapporo」も、昨年は50万人を超える方にお楽しみいた

だき、初冬の札幌のイベントとして大変好評をいただい

ております。

　8回目となる今回の開催期間は過去最長となる28日

間、今年もクリスマスイブまで開催します。恒例となっ

たグリューワインやドイツ料理、伝統的なクリスマス

飾りなどに加え、新しいメニューも続々登場！

　また、毎年好評をいただいているオリジナルマグカッ

プのほか、今年はオリジナルピンバッジも販売します。

週末には、屋内外で楽しいイベントが盛りだくさん。こ

のほか、毎週日曜日には『プレゼントデー』 も開催。ク

リスマス市会場の商品をご購入いただいた方に、素敵な

プレゼントが当たるチャンスです。何が当たるかはお楽

しみに！皆様のご来場をお待ちしています!!
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